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東
北
を
表
す
言
葉
に
「
み
ち
の
く
」
が
あ
る
。
旧
国
の
陸
奥
国
（
現
在
の
青
森
、
岩
手
、

宮
城
、
福
島
、
秋
田
北
東
部
）
が
由
来
と
さ
れ
、
陸
の
果
て
の
意
味
を
持
つ
と
い
う
。
現

在
で
は
東
北
地
方
の
通
称
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
広
大
な
土
地
で
は
農
業

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
沿
岸
部
を
中
心
と
す
る
地
域
で
は
鉄
鋼
業
も
発
展
し
て
き
た
。
こ
の

「
み
ち
の
く
」
に
５
工
場
を
構
え
て
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
展
開
す
る
フ
ジ
メ
タ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
東
北
（
本
社
＝
仙
台
市
青
葉
区
、
船
生
和
洋
社
長
）
を
訪
ね
た
。

機
友住

建

リ
サ
イ
ク
ル
紀
行

V
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フ
ジ
メ
タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
東
北
（宮
城
県
）

Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て

�

２
０
２
１
年
に
分
社
化
・
設
立

「
現
場
の
声
」聞
く
運
用
を
継
続

�

拠
点
間
の
連
携
も
一
層
強
化
へ

拠点所在地
　

フ
ジ
メ
タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
東
北

は
、
金
属
や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

産
業
廃
棄
物
な
ど
資
源
全
般
の
再

生
事
業
を
主
力
と
す
る
有
明
興
業

と
フ
ジ
メ
タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
、
総

合
物
流
事
業
の
相
互
運
輸
の
３
社

を
中
核
と
す
る
『
Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
グ

ル
ー
プ
』
の
一
員
と
し
て
、
フ
ジ

メ
タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
東
北
事
業

部
を
分
社
化
す
る
か
た
ち
で
２
０

２
１
年
に
設
立
し
た
。

　

東
北
地
区
に
５
工
場
（
八
戸
工

場
、
釜
石
工
場
、
北
上
工
場
、
庄

内
工
場
、
寒
河
江
工
場
）
を
有
し

て
お
り
、
鉄
を
中
心
と
し
た
金
属

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
い
ず
れ
の
拠
点
も
解
体
ス
ク

ラ
ッ
プ
な
ど
の
一
般
材
を
扱
う
ほ

か
、
八
戸
や
釜
石
で
は
工
場
発
生

品
を
加
工
し
た
リ
タ
ー
ン
材
の
供

給
も
行
っ
て
い
る
。

　

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
月
間
取
扱
い

量
は
お
よ
そ
８
０
０
０
㌧
。
各
拠

点
に
有
す
る
加
工
処
理
設
備
や
現

場
ス
タ
ッ
フ
の
手
に
よ
っ
て
ユ
ー

ザ
ー
が
求
め
る
原
料
供
給
を
行
う
。

出
荷
先
は
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
を
中
心

に
、
鋳
造
メ
ー
カ
ー
向
け
の
資
材

も
供
給
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
が
持
つ

総
合
力
は
同
社
の
大
き
な
強
み
だ
。

相
互
運
輸
で
は
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー

　

新
会
社
と
な
っ
た
組
織
の
方
針

に
つ
い
て
船
生
社
長
は
「
や
は
り

従
業
員
あ
っ
て
の
組
織
だ
。
現
在

は
お
よ
そ
60
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
生
き
と
働

け
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
我
々

の
大
事
な
仕
事
だ
」
と
話
す
。

　

誰
よ
り
も
現
場
を
知
る
船
生
社

長
は
、
時
間
を
見
つ
け
て
各
工
場

を
回
り
、
現
場
の
声
を
聞
く
。
経

営
者
が
思
う
こ
と
と
現
場
が
考
え

る
こ
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

最
近
は
若
い
社
員
も
増
え
て
い
る
。

「『
そ
ん
な
こ
と
で
？
』
と
思
う

よ
う
な
些
細
な
こ
と
も
本
人
に

と
っ
て
は
深
刻
だ
。
全
員
が
納
得

い
く
運
用
は
難
し
い

が
、
聞
く
耳
を
持
つ

こ
と
を
忘
れ
ず
に
い

た
い
」
と
い
う
。

　

一
方
で
会
社
組
織

と
な
っ
た
以
上
は
、

売
り
上
げ
や
利
益
が

い
う
ま
で
も
な
く
重

要
な
要
素
と
な
る
。

組
織
全
体
を
統
轄
す
る
身
と
し
て

一
方
に
肩
入
れ
す
る
よ
う
な
こ
と

は
し
な
い
。
各
拠
点
の
工
場
長
や

副
工
場
長
に
は
運
用
面
で
裁
量
を

与
え
る
な
ど
、
自
主
性
を
促
す
仕

組
み
も
整
え
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー

か
ら
の
要
請
は
現
場
の
上
長
を
通

し
て
経
営
側
が
吸
い
上
げ
る
。

　

会
社
と
し
て
成
長
を
続
け
る
た

め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が

『
拠
点
間
の
連
携
強
化
』
だ
。
５

工
場
に
は
地
域
性
や
加
工
技
術
、

工
場
長
の
性
格
に
至
る
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
る
強
み
が
あ
る
。
同

じ
会
社
の
仲
間
同
士
が
理
解
を
深

め
る
た
め
に
今
年
は
希
望
者
を

募
っ
て
温
泉
旅
行
も
実
施
し
た
。

社
内
で
の
連
携
を
強
化
し
、
相
乗

効
果
を
高
め
な
が
ら
、
組
織
の
活

性
化
を
図
り
、
グ
ル
ー
プ
の
一
員

と
し
て
活
躍
の
幅
を
広
げ
て
い
く
。

や
ロ
ー
ダ
ー
ク
レ
ー
ン
装
備
の
特

殊
車
両
な
ど
、
幅
広
い
タ
イ
プ
の

車
両
を
揃
え
て
お
り
、
物
流
の
プ

ロ
た
ち
が
柔
軟
な
対
応
で
現
場
の

要
請
に
即
応
す
る
。

　

受
け
入
れ
体
制
も
整
え
て
い
る
。

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
扱
う
フ
ジ
メ

タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
東
北
で
は
、
突

発
的
な
案
件
や
品
物
に
対
し
て
も

“
Ｎ
Ｏ
と
い
わ
な
い
”
対
応
を
心

が
け
て
い
る
と
い
う
。「
ま
ず
は

受
け
入
れ
る
こ
と
。
ど
う
対
応
す

る
か
は
そ
の
後
に
考
え
る
」
と
船

生
社
長
は
話
し
、
各
現
場
で
も
意

識
を
徹
底
し
て
い
る
と
い
う
。
車

両
や
加
工
設
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
社
員

の
心
が
け
も
質
が
高
い
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

フ
ジ
メ
タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

東
北
の
初
代
社
長
に
就
任
し

た
船
生
社
長
は
「
引
き
受
け

る
し
か
な
か
っ
た
」
と
謙
遜

す
る
が
、
自
身
は
長
年
現
場

に
携
わ
り
豊
富
な
経
験
を
持

つ
大
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
も
と
も

と
は
30
年
ほ
ど
前
に
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
相
互
運
輸
に
入
社
。
同
社

北
上
営
業
所
で
勤
務
し
た
後
、
２

０
０
３
年
の
フ
ジ
メ
タ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
釜
石
工
場
の
開
設
と
と
も
に

工
場
ス
タ
ッ
フ
に
転
身
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
北
拠
点
の
事
業
規

模
は
順
調
に
拡
大
。
東
日
本
大
震

災
後
に
は
５
工
場
そ
れ
ぞ
れ
で
月

間
６
０
０
０
㌧
規
模
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
を
扱
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

豊
富
な
経
験
を
買
わ
れ
て
６
年
前

に
東
北
地
区
の
事
業
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
就
任
。
現
場
重
視
の
運
用

を
手
が
け
て
き
た
。

フジメタルリサイクル東北株式会社
【本社】宮城県仙台市青葉区中央４-10-３
　　　 JMFビル仙台01 17F
TEL：022-722-1011　FAX：022-722-1012

～住友建機がある風景～～住友建機がある風景～

S
（北上工場）

H330LC-7：�北上工場の鉄スクラップ取扱い量は月間
3,000㌧でフジメタルリサイクル東北に
おいて最大だ。専用の建屋にはブリケッ
トマシンを9台設置しており、月間およ
そ2,000㌧のダライ粉を加工している。

初の住友建機「活躍に期待」
　フジメタルリサイクル東北では今年5月に
釜石工場に住友建機「SH250-7MF」を導
入、7月には北上工場に「SH330LC-7」
を導入した。マグネフォーク仕様のSH250
は釜石工場のスクラップ荷役マシンとして、
アタッチメントの切断機を装着したSH330
は北上工場で鉄骨などを加工処理するマシン
として、それぞれタフな現場で活躍している。
　同社の住友建機の採用はこれまでになく、
釜石工場の導入が初となった。船生社長は住
友建機の営業が決め手だったと話す。新しい
重機の導入を検討する際、釜石工場の上野友

和工場長から、住
友建機の営業が毎
月来ていることを
伝えられたという。
取引先が住友建機
のユーザーだった
こともあり、担当

営業に連絡を入れ
た。「毎月来ると
言われたら無下に
できない」と船生
社長は笑う。住友
建機の機械性能と
営業スタッフの熱
意が採用に結びついた一例となった。
　機械の稼働は工場の生命線だ。マシンの機
能性やメンテナンス対応など、これからの住
友建機の活躍に期待が寄せられている。

担当：似鳥 直弥
　この度は弊社機械を導入
していただき有難うござい
ます。「住友建機を選んで
よかった」と思っていただ
けるように営業・サービス
とも尽力してまいります。

仙台支店
〒989-2426 宮城県岩沼市末広1丁目5番20号
Tel : 050-9001-8631  Fax : 0223-24-1156

船生和洋社長

釜石工場（岩手県釜石市）

SH250-7MF（釜石工場）

北上工場（岩手県北上市）


